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AI と MI の融合による創造性の開発
─人間と機械の協働に向けた新しいテクノロジー・デザイン教育の展望─
Creative Development through the Fusion of AI and MI: 

























































































































































































































「人工知能（AI）は、Who や What という事実を問うタイプの質問には即座に答えられ
るが、Why という価値観や方針を背景として問われる質問には答えられない」と指摘























































































































（3） 第 3 回日経「星新一賞」一般部門：対象─制限なし、課題─あなたの理系的発想力を存分
に発揮して読む人の心を刺激する物語を書いて下さい（規定字数：10,000 文字以内）、応
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